
 
 

 

 

平成３０年１１月１６日 

 

 

史跡等の指定等について 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は，１１月１６日（金）に開催された同審議会文化

財分科会の審議・議決を経て，史跡名勝天然記念物の新指定１２件，追加指定等２２件，

登録記念物の新登録３件，重要文化的景観の新選定１件について，文部科学大臣に答申

しました。今回答申された史跡等の指定等の詳細については，別紙のとおりです。 

この結果，官報告示の後に，史跡名勝天然記念物は３,２６８件，登録記念物は 

１１０件，重要文化的景観は６４件となる予定です。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課   

  課         長          大  野 

   課 長 補 佐           菊  地 

   主任文化財調査官（史跡部門）      山  下（内線2880） 

   主任文化財調査官（名勝部門）      平  澤（内線2881） 

   文 化 財 調 査 官（天然記念物部門）  江  戸（内線2883） 

  主任文化財調査官（文化的景観部門） 下  間（内線3142） 

   主任文化財調査官（埋蔵文化財部門） 禰 冝 田（内線2875） 

   審 議 会 係 長            小  島 (内線3160) 

    電話：03-5253-4111（代表） 
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別 紙 

 

史跡名勝天然記念物                            （平成３０年１１月１６日現在） 

種   別 現在指定件数 

今回答申件数 
合計（現在指定件数と

答申件数との合計） 
新指定 解除 

統合に

よる減 

史  跡 

(うち特別史跡) 

１,８１４ 

（６２） 

９ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１,８２３ 

（６２） 

名  勝 

(うち特別名勝) 

４１４ 

（３６） 

１ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

４１５ 

（３６） 

天然記念物 

(うち特別天然記念物) 

１,０２８ 

（７５） 

２ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１,０３０ 

（７５） 

合  計 
３,２５６ 

（１７３） 

１２ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

３,２６８ 

（１７３） 

（備考） 

  件数は，同一の物件につき，二つの種別に重複して指定が行われている場合（例えば，

名勝及び天然記念物など），それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

  なお，重複指定物件を１件として数えた場合， 

   現在指定件数は，  ３,１４２件 

     答申後合計件数は， ３,１５４件 です。 
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登録記念物 

種   別 現在登録件数 
今回答申件数 合計（現在登録件数と 

答申件数との合計） 
新登録 抹 消 

遺跡関係 １０ １ ０ １１ 

名勝地関係 ９１ ２ ０ ９３ 

動物，植物及び 

地質鉱物関係 
６ ０ ０ ６ 

合  計 １０７ ３ ０ １１０ 

 （備考） 

  件数は，同一の物件につき，二つの種別に重複して登録が行われている場合（例えば，

遺跡関係及び名勝地関係など），それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

  なお，重複登録物件を１件として数えた場合， 

    現在登録件数は，    １０５件 

    答申後合計件数は，   １０８件 です。 

 

   

 

重要文化的景観 

種   別 現在選定件数 
今回答申件数 合計（現在選定件数と 

答申件数との合計） 
新選定 解  除 

重要文化的景観 ６３ １ ０ ６４ 
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「新指定・新登録・新選定」答申物件 

 

《史跡名勝天然記念物の新指定》 

 

 

１ チャシコツ岬 上
みさきうえ

遺跡
いせき

【北海道斜里郡
しゃりぐん

斜里町
しゃりちょう

】 

オホーツク文化終末期を中心とする拠点的集落遺跡。漁労や海獣狩猟を主な生業と

し，独特の動物儀礼を行うなど列島北辺域の海洋適応民文化の内容をよく表すととも

に，在地の擦
さつ

文
もん

文化と融合し，地域性の強いトビニタイ文化が形成される過程をも示す。

律令国家が栄えた時代の地域文化の多様性を知る上で極めて重要な遺跡。 

（オホーツク文化終末期の拠点的集落遺跡） 

 

２ 棚倉
たなぐら

城 跡
じょうあと

【福島県東
ひがし

白
しら

川
かわ

郡
ぐん

棚
たな

倉
ぐら

町
まち

】 

陸奥
む つ

棚倉藩主となった丹羽
に わ

長
なが

重
しげ

が，寛永２年（１６２５）より造営した城跡。以後，幕末

まで譜代大名が城主を務めた。輪郭式の構造であり，本丸は深い堀と大土塁に囲まれた

長方形単郭を呈する。江戸幕府の奥羽政策及び寛永期の築城形態を理解する上で貴重。 

（寛永２年（１６２５）より棚倉藩主の居城として丹羽長重が造営した輪郭式の城跡） 

 

３ 下寺尾
しもてらお

西方
にしかた

遺跡
いせき

【神奈川県茅ヶ崎市】 

弥生時代中期後半の「宮ノ台式」期に限られて営まれた環濠
かんごう

集落跡で，新しく拡大さ

れた段階では南関東最大級の規模となる。出土遺物には土器のほか石器と鉄器があり，

利器が石器から鉄器へ移行していく時期の在り方を示している。南関東における拠点集

落の一つと位置付けられ，弥生時代中期社会の様相を知る上で重要。 

（弥生時代中期後半の南関東地域最大級の環濠集落跡） 

 

４ 城
じょう

の山
やま

古墳
こふん

【新潟県胎内
たいない

市
し

】 

古墳時代前期におけるヤマト政権の影響下にある地域と北方世界の境界の地に位置

する前期古墳。豊富な副葬品からヤマト政権との密接な関わりを想定させ，ヤマト政権

の北国政策の一端を示すとともに，日本海沿岸地域の成熟過程を示す古墳。古墳時代前

期の社会や地域の動向を考える上で重要。 

（古墳時代前期の社会や日本海沿岸地域の動向を考える上で，極めて重要な古墳） 

【史跡】 ９件 
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５ 甲府
こうふ

城 跡
じょうあと

【山梨県甲府市】 

豊臣政権下，甲斐一国を治め，関東の徳川氏に対する抑えとして築かれた城跡。江戸

時代には甲府藩（徳川氏・柳沢氏）の居城等となった。築城期の野
の

面
づら

積
づ

み石垣が天守台を

中心に良好に遺存する。東日本における初期段階の 織
しょく

豊
ほう

系城郭として貴重。 

（豊臣政権下，甲斐一国を治めるとともに，関東の徳川氏に対する抑えとして築かれた

城跡） 

 

６ 船
ふな

来山
きやま

古墳群
こふんぐん

【岐阜県本巣市
も と す し

】 

濃尾平野の北縁部に所在する東西約２km，南北約６００ｍの独立丘陵である船来山に

造られた，約２９０基の墳丘墓及び古墳からなる古墳群。古墳時代前期には前方後円墳

や前方後方墳などが，後期には多数の横穴式石室が築造された。東海最大級の古墳群と

して重要。 

（濃尾平野北縁部の船来山に造られた，東海最大級の約２９０基からなる古墳群） 

 

７ 勝山
かつやま

御殿
ごてん

跡
あと

【山口県下関市】 

幕末の文久３年（１８６３），長府藩が攘夷
じょうい

決行のさなか，沿岸部から内陸部に移した

藩主居館跡。「御殿」と称するが事実上は城郭であり，南北に直線状に並ぶ連郭式の郭配

置をとり，土塁と石垣からなる城塁を設けた。幕末期の緊迫した軍事状況と築城技術を

知る上で貴重。 

(幕末の文久３年（１８６３），長府藩が攘夷決行のさなか，沿岸部から内陸部に移した

藩主居館跡) 

 

８ 高松
たかまつ

藩主
はんしゅ

松
まつ

平家
だいらけ

墓所
ぼしょ

【香川県高松市・さぬき市】 

御三家に次ぐ大名家の家格である高松藩主松平家の墓所。将軍家が帰依した浄土宗の

墓所である法然寺には初代，３代から８代藩主のほか正室，一族など２２２基の墓があ

り，霊芝寺には儒式で葬られた２人の藩主の墓がある。 

（浄土宗の法然寺と儒葬墓のある霊芝寺からなる，親藩である高松藩主松平家の大名家

墓所） 
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９ 安徳
あんとく

台
だい

遺跡
いせき

【福岡県那珂川市
な か が わ し

】 

弥生時代中期前葉から後期初頭にかけて営まれた大規模な集落跡。土器，石器，鉄器

とともに青銅器鋳造関係遺物が出土している。中期後葉の甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

からは鉄製武器やガラ

ス製品，ゴホウラ製貝輪が副葬されていた。弥生時代の集落と墓域の変遷や階層分化の

様相など北部九州地域の弥生時代社会の様相を知る上で重要。 

（弥生時代中期前葉から後期初頭にかけて営まれた大規模な集落跡とその墓域） 

 
 
 

１ 旧 益 習 館
きゅうえきしゅうかん

庭園
ていえん

【兵庫県洲本市
す も と し

】 

江戸前期の徳島藩筆頭家老稲田氏の別荘庭園を始まりとする池
ち

泉
せん

庭園。洲本城城下町

武家居住区の石切場跡に造られ，幕末に稲田氏の私塾が移設され「益習館」となった。

曲
まが

田
た

山を背に，石材切り出し時の矢穴の残る巨岩が園池に面して並び，特徴的な景観を

形成している。 

（江戸前期の徳島藩筆頭家老稲田氏の別荘庭園を始まりとする，巨岩の並ぶ池泉庭園） 

 

 

 
 

１ 銅山
どうざん

峰
みね

のツガザクラ群落
ぐんらく

【愛媛県新居浜市】 

ツガザクラは，ツツジ科ツガザクラ属の 常 緑
じょうりょく

小低木
しょうていぼく

で，氷期に日本列島に到達し

種分化した日本固有種である。愛媛県新居浜市に所在する銅山
どうざん

峰
みね

のツガザクラ群落は，

分布南限に当たる良好な自生地であり，植物地理学的，生態学的，遺伝学的に価値が高

い。 

（ツガザクラ属の 常 緑
じょうりょく

小低木
しょうていぼく

で日本固有種であるツガザクラの分布南限に当たる自

生地） 

 

２ 竹田市
た け た し

神原
こうばる

の大野川
おおのがわ

水系
すいけい

イワメ生息地
せいそくち

【大分県竹田市
た け た し

】 

突然変異により生じたアマゴの無斑型と考えられるサケ科の淡水魚イワメが安定的

に生息する重要な生息地。国内で唯一イワメ単独の生息域が確認され，こうした表現

【天然記念物】 ２件 

 

【名勝】 １件 
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型の出現・維持機構の解明等に遺伝学上貴重な資料を提供するほか，同生息地のアマ

ゴとの生殖的隔離の可能性等も示唆されており，生態学的にも貴重。 

（突然変異により生じたアマゴの無斑型と考えられる学術上貴重な淡水魚イワメが安

定的に生息する重要な生息地） 

 

 

《登録記念物の新登録》 

 

 

１ 会津
あいづ

飯盛山
いいもりやま

白
びゃっ

虎隊士
こ た い し

墳墓域
ふんぼいき

【福島県会津若松市】 

戊辰戦争時の慶応４年（１８６８）に飯盛山で自刃した会津藩白虎隊士を祀る墳墓域。

隊士墓は明治２３年（１８９０）に整備され，大正１５年（１９２６）拡張されて今日

見られる姿となった。幕末の戊辰戦争における悲劇と，その慰霊の歴史を理解する上で

意義深い。 

（戊辰戦争時の慶応４年（１８６８）に飯盛山で自刃した会津藩白虎隊士を祀る墳墓域） 

 

 

 

１ 丹
たん

藤
どう

氏
し

庭園
ていえん

（旧三上
きゅうみかみ

氏
し

庭園
ていえん

）【青森県弘前市】 

葛原の素封家で代々「源造」を名乗った三上氏により明治１５年（１８８２）に造営

され，昭和８年（１９３３）に池
いけ

田
だ

亭
てい

月
げつ

により手が加えられた庭園で，明治初期から昭

和にかけての大石武学流宗家の作庭手法の系譜を知る上で意義深い事例。 

（明治初期に造営され，昭和初期に池田亭月が手を入れた大石武学流の庭園） 

 

２ 興
こう

禅寺
ぜんじ

庭園
ていえん

（看
かん

雲庭
うんてい

）【長野県木曽郡木曽町
き そ ま ち

】 

山間部に所在する禅宗寺院に作庭家重
しげ

森
もり

三
み

玲
れい

によって昭和３８年（１９６３）に造ら

れた枯
かれ

山
さん

水
すい

庭園。白砂に１５の石を配し，雲海と山岳を表現する。施工に際しては，重

森本人が現場に出て指示をし，自ら鏝
こて

を持って作業に当たった。 
（山間部に所在する禅宗寺院に，作庭家重森三玲によって昭和中期に造られた枯山水庭

園） 

【遺跡関係】 １件 

【名勝地関係】 ２件 



7 

 

《重要文化的景観の新選定》 

 

 

１ 宇和
う わ

海
かい

狩
かり

浜
はま

の段
だん

畑
ばた

と農
のう

漁村
ぎょそん

景観
けいかん

【愛媛県西予
せいよ

市
し

】 

入江，居住地，段畑，山林が連なる壮大な景観は，黒潮の影響を受ける愛媛県南西部

のリアス海岸における土地利用を示し，みかんと灰白色の石垣が目を引く段畑は，露頭

する石灰岩などを用いて急斜面に畑を開いてきた人々の営みを伝える。 

（黒潮の影響を受ける宇和海沿岸，リアス海岸での暮らしを伝える段畑の景観） 

 

  

【重要文化的景観】 １件 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史跡等の指定等 
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《史跡の新指定》 ９件 

 

１ チャシコツ岬 上
みさきうえ

遺跡
いせき

【北海道斜里郡
しゃりぐん

斜里町
しゃりちょう

】 

サハリン・北海道・千島列島などオホーツク海沿岸部に広く分布したオホーツク文化

終末期を中心とする拠点的集落遺跡である。知床半島南西端から海に突き出た標高５５

ｍの岬状を呈する海岸段丘上に，８～９世紀にわたって３１棟の竪穴
たてあな

建物や墓，廃棄場

等の遺構が密集して営まれた。出土遺物からは，オホーツク海に広く生息する海獣の狩

猟や漁労を主な生業とする，海洋適応民としてのオホーツク文化の内容が詳しく明らか

になっている。また，古代律令国家で用いられた神
じん

功
ぐう

開
かい

寶
ほう

が出土するなど，隣接地域集

団を介した本州側との交流があったことが判明した。竪穴建物にはヒグマ骨塚を持つも

のがあり，独自の動物儀礼が存在したことが示され，動物をかたどった骨偶や木製品の

存在には，動物に対する信仰を中心とした世界観があったことがうかがわれる。オホー

ツク文化はやがて在地の擦
さつ

文
もん

文化と融合し，地域性の強いトビニタイ文化を形成するが，

チャシコツ岬上遺跡では一部にトビニタイ文化期の遺構が認められることから，この文

化変容の具体的な様相を知ることもできる。このように，チャシコツ岬上遺跡は，本州

に古代律令国家が栄えた時代の日本列島北辺域における古代文化の実態を知る上で，極

めて重要な遺跡である。 

 

２ 棚倉
たなぐら

城 跡
じょうあと

【福島県東白川郡棚倉町
たなぐらまち

】 

江戸時代前期に築城された城跡であり，福島県東
ひがし

白
しら

川
かわ

郡
ぐん

棚
たな

倉
ぐら

町
まち

の中心市街地，八
や

溝
みぞ

山
さん

を源流とする久慈
く じ

川
がわ

が作りだした河岸段丘上の平坦地に所在する。元和８年（１６２２）

に５万石の大名として棚倉藩主となった丹
に

羽
わ

長
なが

重
しげ

が，寛永２年（１６２５）より築城を

開始したもので，常陸
ひ た ち

と境を接し，奥羽
お う う

の玄関口に位置する要衝の地を押える役割があ

ったと考えられる。長重は寛永４年（１６２７）白河へ移封となり，代わって棚倉藩主

となった内
ない

藤
とう

信
のぶ

照
てる

によって，引き続き城の造営や城下の整備が行われた。その後，城主

は徳川譜代・親藩の家柄が入れ替わり，幕末の戊辰戦争では新政府軍と戦い落城した。 

城の縄張りは，巨大な土塁と水堀で区画される長方形の本丸と，それを取り巻く二ノ

丸，その北西の三ノ丸（林
はやし

曲
くる

輪
わ

）からなる輪郭式の構造である。また，二ノ丸西側崖部

には棚倉城で唯一の石垣が築かれている。本丸土塁上には二重隅
すみ

櫓
やぐら

４棟，一重櫓１棟が

建てられ，各櫓間を連結する多門
た も ん

櫓
やぐら

は東北地方の城郭では随一の規模であった。棚倉町
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教育委員会が実施した発掘調査により，多門櫓の礎石や，戊辰戦争時と思われる焼土や

被熱した土壁材が出土した。江戸時代前期における江戸幕府の奥羽政策と，寛永期の築

城形態の有り様を理解する上で貴重である。 

 

３ 下寺尾
しもてらお

西方
にしかた

遺跡
いせき

【神奈川県茅ヶ崎市】 

神奈川県の西部，相模川から東に２.５km，標高１３ｍの相模野台地の西端部分に所在

する弥生時代の集落跡。遺跡の北から西への比高差は７ｍ前後で非常に良い眺望となっ

ている。 

茅ヶ崎市教育委員会による発掘調査の結果，弥生時代中期後半の宮ノ台式期に営まれ

た環濠
かんごう

集落跡で，最初に掘られた環濠は東西２００ｍ，南北２５０ｍ，面積約４０,０００

㎡，新たに掘られた環濠は東西約４００ｍ，南北２５０ｍに拡大され面積は約８４,０００

㎡に達した。環濠の内側からは竪穴建物５８棟，土器集中地点３カ所，土坑１基，溝２

条などを検出している。 

遺物では各種土器類のほか，磨製石鏃などの武器，太型蛤刃石斧・抉入柱状片刃石斧，

磨石・敲石類，砥石などの工具からなる石器・石製品，板状鉄斧などの鉄器が出土して

いる。また，勾玉，管玉などの装身具も出土し，勾玉は長さ６.０９cm の大型の未成品

である。 

本遺跡は弥生時代中期後半における南関東最大級の環濠集落で，その成立から解体ま

での過程を知ることができる点で重要であり，集落がほぼ完存する稀有な事例でもある。

石器と鉄器が出土し，南関東における鉄器化の実態を知ることができる。南関東におけ

る弥生時代中期後半の社会を知る上で重要な遺跡である。 

なお，本遺跡は古代の史跡下寺尾官衙遺跡群（18 ページ参照）の指定地の大半と重複

して史跡となる珍しい例であることを申し添える。 

 

４ 城
じょう

の山
やま

古墳
こふん

【新潟県胎内
たいない

市
し

】 

新潟県北部の沖積地に位置する古墳時代前期（４世紀前葉）に築造された古墳である。

内水面を通じて阿賀野川につながる紫雲寺
し う ん じ

潟
がた

の北岸，日本海と内陸部とを結ぶ水上交通

の要衝に立地している。周辺には，同時期の集落や生産遺跡が認められている。また，

この地域は，続縄文土器が散発的に見出され，７世紀には，渟
ぬ

足
たりの

柵
き

や磐
いわ

舟
ふね

柵
のき

が本地域周

辺に築かれたと推定されるなど，ヤマト政権と北方世界が交わる境界の地に当たる。 

胎内市教育委員会による発掘調査によって，直径約４０ｍの円墳である可能性が示さ
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れるとともに，未盗掘の状態で検出された全長約８ｍ，幅１.５ｍの舟形木棺からは靫
ゆぎ

３

点や盤
ばん

龍
りゅう

鏡
きょう

１面をはじめとする豊富な副葬品が出土した。 

古墳時代前期は，前方後円墳や前方後方墳に加え，大型の円墳が各地に拡散する時期

に相当するが，城の山古墳は現在までのところ日本海側における最北端，従来の北限で

あった阿賀野川よりも北に立地している。また，豊富な副葬品はこの古墳の被葬者とヤ

マト政権との密接な関わりを想定させるもので，ヤマト政権の北国政策の一端を示すも

のとして重要であるだけでなく，古墳時代前期の社会や地域の動向を考える上で，極め

て重要な古墳である。 

 

５ 甲府
こうふ

城 跡
じょうあと

【山梨県甲府市】 

山梨県甲府市の中心部，一条
いちじょう

小山
こ や ま

（標高約３００ｍ）と呼ばれる比高約３０ｍの独立

丘陵に築かれた，近世の平山城跡である。天正１８年（１５９０）豊臣方の支配地とな

った甲斐は，関東の徳川氏への抑えとして重要視され，豊臣一門や有力武将が配置され，

浅
あさ

野
の

長
なが

政
まさ

・幸
よし

長
なが

親子によって本格的な甲府城造営が進められ，慶長５年（１６００）頃

までに完成したと考えられる。関ヶ原の戦いの後は幕府直轄となり，城番制の時期を経

て，徳
とく

川
がわ

綱
つな

重
しげ

・綱
つな

豊
とよ

（後の家
いえ

宣
のぶ

）が藩主となった。その後，柳
やなぎ

沢
さわ

吉
よし

保
やす

が甲府藩主となり，

大規模な城の改修が行われた。柳沢氏の移封後は再び幕府直轄地となり，甲
こう

府
ふ

勤
きん

番
ばん

支
し

配
はい

が管理し幕末に至った。 

城の縄張りは，丘陵頂部の本丸を中心として，その周囲に天
てん

守
しゅ

曲
くる

輪
わ

，稲荷
い な り

曲輪，数
す

寄
き

屋
や

曲輪，鍛
か

冶
じ

曲輪といった曲輪を階層的に配置するもので，本丸の西側下に帯
おび

曲輪を挟

んで二の丸と楽屋
が く や

曲輪等を設け，これらの曲輪群を内堀が取り囲む。各曲輪の城壁は総

石垣造りで，本丸・稲荷曲輪を中心に築城期の野面
の づ ら

積
づ

み石垣が残存する。発掘調査によ

って，鉄
くろがね

門
もん

・ 銅
あかがね

門
もん

，煙
えん

硝
しょう

蔵
ぐら

，地盤補強と思われる地中石垣，石切場遺構等を検出し，

築城期と考えられる金箔の 鯱
しゃち

瓦
がわら

や鬼
おに

瓦
がわら

を含む多数の遺物が出土した。また，城跡北東

にある愛宕山
あたごやま

の山裾部では築城に伴う石切場も見つかった。 

東日本における初期段階の 織
しょく

豊
ほう

系城郭として，我が国近世の政治・軍事の歴史を知る

上で貴重である。 
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６ 船
ふな

来山
きやま

古墳群
こふんぐん

【岐阜県本
もと

巣
す

市
し

】 

濃尾平野の北縁部に所在する東西約２km，南北約６００ｍの独立丘陵である船来山に

造られた，約２９０基の墳丘墓及び古墳からなる古墳群。 

古墳群としての造営は弥生時代終末期の方
ほう

形
けい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

に始まり，古墳時代前期前半には

丘陵西部の主尾根上に主に前方後方墳や小型の方墳が築造される。前期後半には古墳群

中最大規模となる墳長６５ｍの前方後円墳である５号墳が丘陵西部に築造されるととも

に，丘陵中央部・丘陵東部の主尾根上を中心に前方後円墳や小型の円墳・方墳が築造さ

れる。 

  古墳時代中期前半には古墳の築造は見られないが，中期後半から再び活発な古墳の築

造が行われることとなり，中期末から終末期にかけて丘陵中央部及び丘陵東部の支尾根

上を中心に多数の横穴式石室が築造される。７世紀後半から末には古墳の築造数が激減

し，古墳群としての終焉を迎える。 

 古墳時代前期並びに後期・終末期を中心として，墳形や埋葬施設の形態，そして古墳

の築造箇所を徐々に変えつつも，同一の独立丘陵を墓域として利用したもので，東海最

大級の古墳群として当時の社会的関係や墓制の在り方を知る上で重要である。 

 

７ 勝山
かつやま

御殿
ごてん

跡
あと

【山口県下関市】 

幕末，長門国
ながとのくに

にあった長府藩
ちょうふはん

によって築かれた藩主居館跡である。山口県下関市の東

部，三方を山に囲まれ南に開けた扇状地の奥に立地する。 

幕末の開国に伴う攘夷
じょうい

の高まりの中，萩藩は文久３年（１８６３）５～６月，下関海

峡を航行する外国船を攻撃した。本藩に従い攘夷戦の準備を進めていた支藩の長府藩は，

海岸沿いの長府から内陸部の勝山に藩主居館を移転することとし，同年６月に造営を開

始，緊迫した状況下で工事を急ぎ，１１月，城郭としての規模・構造を有する新居館を

完成させた。以後，勝山御殿は幕末の動乱の中で長府藩の拠点として機能した。 

下関市教育委員会による発掘調査等により判明した勝山御殿跡の構造は，南北に直線

状に並ぶ連
れん

郭
かく

式
しき

をとり，南側の最前面に大手口を有する三の丸，その背後に弧状に配列

する城壁に囲まれた二の丸，さらにその背後に配置された本丸からなり，城壁はいずれ

も石垣造りである。また，幕末期の台場と同様に，砲撃戦を意識して城塁が土塁と石垣

で構成される点が特徴的である。従来の近世城郭と台場の両者の構造を取り入れて築造

した近世最終期の城郭であり，幕末期の緊迫した軍事状況と当時の築城技術を知る上で

貴重である。 
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８ 高松
たかまつ

藩主
はんしゅ

松
まつ

平家
だいらけ

墓所
ぼしょ

【香川県高松市・さぬき市】 

讃岐国高松藩初代藩主松平頼
より

重
しげ

以下，明治維新に至るまでの高松藩の歴代藩主を葬っ

た大名家墓所である。 

高松松平家は，徳川御三家の一つ水戸德川家から創設された大名家で，御三家等に次

ぐ高位の大名であった。墓所は，初代頼重，３代頼
より

豊
とよ

，４代頼
より

桓
たけ

，５代頼
より

恭
たか

，６代頼
より

真
ざね

，

７代頼
より

起
おき

，８代頼
より

儀
のり

をはじめ正室や一族墓が営まれた高松松平家の菩提寺である法
ほう

然
ねん

寺
じ

の般若
はんにゃ

台
だい

墓所
ぼ し ょ

と，水戸德川家から養子で迎えられた２代頼
より

常
つね

，９代頼
より

恕
ひろ

が葬られた霊
れい

芝
し

寺
じ

の日
ひ

内
うち

山
さん

墓所からなる。 

法然寺は徳川将軍家の菩提寺と同じく浄土宗の寺院で，本堂や創建以来の主要な堂宇

が多く残り，浄土思想を具現化した伽藍
が ら ん

を持つとともに，墓所は頂部に突起のある無縫塔
むほうとう

が約２００基あり，全国でも有数の規模を誇る。また，霊芝寺の日内山墓所は水戸德川

家墓所と類似した儒式
じゅしき

墓であり，周囲を樹叢に囲まれている。双方の墓所とも藩主の思

想がよく表れており，近世大名家の葬制を知る上で貴重である。 

 

９ 安徳
あんとく

台
だい

遺跡
いせき

【福岡県那珂川市
な か が わ し

】 

福岡平野の最奥部，標高約６０ｍで周辺との比高差約３０ｍの台地一帯に所在し，弥

生時代の集落と墳墓からなる。集落からは弥生時代中期前葉から後期初頭までの竪
たて

穴
あな

建

物１３０棟があり，中には床面に焼土を確認したものや弥生時代最大級の直径１５ｍ程

度の竪穴建物がある。遺物には舶載鋳造鉄斧の再加工品，青銅器の鋳型，漢
かん

式
しき

鏃
ぞく

など中

国大陸や朝鮮半島の集団とつながりがあったことを示す資料がある。墳墓では，中期前

葉から中期後葉までの甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

群が検出され，そのうち，並んで検出された中期後葉の２

号甕棺の被葬者は男性で，５号甕棺は女性であった。２号甕棺では，棺外から鉄
てっ

剣
けん

１，

鉄戈
て つ か

１，棺内からガラス製勾玉等の装身具，ゴホウラ製貝輪４３以上が出土した。貝輪

は
 

１体に伴う数としては最多である。 

人骨が遺存し，身長は男性１６６cm 前後，女性１５７.４cm で，ＤＮＡ鑑定によると

近接する２棺の被葬者は親族関係であるなど，形質的特質を含め人類学的な成果も得ら

れている。 

本遺跡は，弥生時代中期の集落及び墓域の変遷を追える貴重な
 

遺跡で，福岡平野すな

わち「奴国」に比定されている地域の拠点集落の
 

様相を知ることができ，「奴国」を構成

する首長間の階層分化の実態を知ることができるという点で重要である。また，弥生時

代以来の景観をとどめている稀有な事例である。 
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《名勝の新指定》 １件 

 

１ 旧 益 習 館
きゅうえきしゅうかん

庭園
ていえん

【兵庫県洲本市
す も と し

】 

徳島藩筆頭家老であった稲田氏の別荘「西
せい

荘
そう

」に造られた庭園をその始まりとし，洲

本の旧城下町外町地区に位置する。敷地は曲
まが

田
た

山
やま

（標高約５５.８ｍ）の北裾に当たり，

城下町を整備する際にここから石を切り出し，町の完成後にその跡地を別荘として整備

したと考えられている。幕末になって稲田氏の私塾が移設され「益習館」となった。 

曲田山を背に設けられた園池の山側部分に複数の巨岩が並び，そのうち最も大きなも

のは幅が約５.８ｍ，高さは約４ｍある。これらの巨岩には石材切り出し時の矢穴が残る。

植栽は，園池周辺はカエデ類が中心で，山腹より上部は，現在はクスノキやアラカシ等

の常緑樹が多くなっている。 

発掘調査等から，園池の一部埋め立て，書院の新築等，江戸時代の状況から変わって

いる部分があることが分かったが，曲田山，巨岩，園池から成る庭園景観の主要部分は

大きくは変化していない。淡路島における江戸時代に造られた武家の庭園を起源とする

庭園の代表であり，その意匠は独特で優れている。芸術上及び観賞上の価値，日本庭園

史における学術上の価値は高く，名勝に指定し保護を図るものである。 

 

 

《天然記念物の新指定》 ２件 

 

１ 銅山
どうざん

峰
みね

のツガザクラ群落
ぐんらく

【愛媛県新居浜市】 

ツガザクラは，氷期に日本列島に到達したツツジ科ツガザクラ属の 常
じょう

緑
りょく

小
しょう

低
てい

木
ぼく

で

ある。主な分布は東北地方中部から中部地方の高山帯であり，鳥取県の伯耆
ほ う き

大山
だいせん

，奈良

県の大峰
おおみね

山系
さんけい

八
はっ

経ヶ岳
きょうがたけ

，愛媛県の赤石山系に隔離分布する。 

指定対象である愛媛県新居浜市の銅山
どうざん

峰
みね

のツガザクラ群落は，分布の南限地帯に成立

した規模の大きな群落であり，局地風の影響で標高１,４００ｍ程度の稜線付近に成立

している。ここは風衝地
ふうしょうち

であり，ツガザクラはパッチ状，あるいはマット状の群落を形

成し，裸地には実生や稚樹も多く定着しており，良好な自生地であると考えられる。 

分子系統解析の結果から，ツガザクラ属の広域分布種であるエゾノツガザクラとアオ

ノツガザクラは単系統であり日本固有種のツガザクラはそれらと姉妹関係であること，

ツガザクラの分岐年代は約８０万年前と推定されることが示されている。また，ツガザ
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クラ種内において，銅山峰の集団は他地域の集団とは異なる遺伝的特性を有することが

示されている。これらのことから，ツガザクラは日本の高山植物の起源を理解する上で

重要であり，銅山峰のツガザクラ群落は植物地理学的，生態学的，遺伝学的に価値が高

く，天然記念物に指定して保護を図るものである。 

 

２ 竹田市
た け た し

神原
こうばる

の大野川
おおのがわ

水系
すいけい

イワメ生息地
せいそくち

【大分県竹田市
た け た し

】 

イワメは河川に生息するサケ科の淡水魚である。その形態はアマゴやヤマメに似るが，

アマゴ，ヤマメの体側等に見られるサケ科特有の幼魚斑（パーマーク）や黒点等が見ら

れず，突然変異により生じたアマゴ又はヤマメの無斑型であるとする説が有力である。 

イワメが比較的安定して確認される生息地は国内に数か所しかなく，中でも指定対象

区域である竹田市神原の大野川水系イワメ生息地では，国内で唯一イワメ単独の生息域

が確認されており，５００～１,０００個体程が生息すると推定されている。近年実施さ

れたＤＮＡ解析の結果から，当該生息地のイワメは近隣の大野川水系神原川上流の禁漁

区に生息するアマゴと同じ遺伝的クラスターに分けられることが明らかとなり，これら

のイワメとアマゴは同一祖先集団に由来し，それぞれイワメ，アマゴという異なる表現

型を有するようになったと推測されている。こうした表現型が出現し維持される機序の

解明等に当該生息地のイワメは貴重な資料を提供することが期待され，遺伝学上価値が

高い。さらに，あまり移動せず定住性が高いことや，産卵期が当該生息地のアマゴより

2 週間程遅れ生殖的隔離が進行している可能性も示唆される等，生態学的にも貴重な資

料を提供している。 

当該生息地は，突然変異により生じたアマゴの無斑型と考えられる遺伝学的・生態学

的に貴重なイワメが安定的に生息する重要な生息地であること等から，国の天然記念物

に指定して，その一層の保護を図るものである。 

 

 

《特別史跡の追加指定》 １件 

 

１ 水
みず

城跡
きあと

【福岡県大野城市・太宰府市・春日市】 

天智天皇３年（６６４），唐・新羅の侵攻に備えて大宰府防衛のため築造された防御

施設。全長約１.２km に及ぶ土塁と濠からなり，古代の軍事を知る上で貴重である。今

回，土塁北側の原地形が残っている場所など条件の整った部分を追加指定する。 
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《特別史跡及び特別天然記念物の追加指定》 １件 

 

１ 日光
にっこう

杉並木街道
すぎなみきかいどう

附
つけたり

並木
なみき

寄進
きしん

碑
ひ

【栃木県日光市・鹿沼市】 

日光東照宮への参詣道として江戸時代初期に設けられた街道。松平正
まさ

綱
つな

が杉を植栽し，

東照宮に寄進したことを記録した並木寄進碑が附属する。今回，杉並木の保護を図るた

め，旧壬生通り（通称旧例幣使街道）沿いの部分を追加指定する。 

 

 

《史跡の追加指定及び名称変更》 １件 

 

１ 百舌鳥
も ず

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

【大阪府堺市】 

   いたすけ古墳
こふん

 

長塚
ながつか

古墳
こふん

 

収
おさめ

塚
づか

古
こ

墳
ふん

 

塚
つか

廻
まわり

古
こ

墳
ふん

 

文
もん

珠
じゅ

塚
づか

古
こ

墳
ふん

 

丸保山
まるほやま

古墳
こふん

 

乳
ちの

岡
おか

古墳
こふん

 

御廟
ごびょう

表
おもて

塚
づか

古墳
こふん

 

ドンチャ山
やま

古墳
こふん

 

正 楽
しょうらく

寺
じ

山
やま

古墳
こふん

 

鏡
かがみ

塚
づか

古墳
こふん

 

善右ヱ門
ぜ ん え も ん

山
やま

古墳
こふん

 

銭
ぜに

塚
づか

古墳
こふん

 

グワショウ坊
ぼう

古墳
こふん

 

旗
はた

塚
づか

古墳
こふん

 

寺山
てらやま

南 山
みなみやま

古墳
こふん

 

七観音
しちかんのん

古墳
こふん

 

御廟山
ごびょうやま

古墳内
こふんない

濠
ごう
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ニサンザイ古墳内
こふんない

濠
ごう

 

（名称にニサンザイ古墳内
こふんない

濠
ごう

を加える） 

４世紀後半から６世紀前半にかけて築造された古墳群。列島最大の前方後円墳である

仁徳天皇陵古墳を頂点に，前方後円墳，帆立貝形古墳，小型の円墳・方墳など，様々な

規模・形態の古墳からなる。ニサンザイ古墳の周濠部分を追加指定する。 

 

 

《史跡の追加指定》１６件 

 

１ 上 人 壇
しょうにんだん

廃寺
はいじ

跡
あと

【福島県須賀川市】 

古代，陸奥国
むつのくに

南部に造営された８～１０世紀の古代寺院跡。一辺約８０ｍの区画に囲

まれた中に，南門・金堂・講堂が南北に一列に並ぶ伽藍
が ら ん

配置をとる。今回，伽藍の後背

部分となる既指定地北側を追加指定する。 

 

２ 山野
さんや

貝塚
かいづか

【千葉県袖ケ浦市】 

東京湾東岸（房総半島西部）に位置する縄文時代後期から晩期の大型馬蹄形貝塚。こ

の地域に集中する大型貝塚群の中で，現存する事例としては最南端に位置する。現在で

も馬蹄形の形状をそのまま見ることができる。出土した魚類遺体は，東京湾東岸の中央

部に位置する地理的特徴をよく表している。今回，条件が整った部分を追加指定する。 

 

３ 下野
したの

谷
や

遺跡
いせき

【東京都西東京市】 

縄文時代中期後半の大規模な環状集落。墓と考えられる中央部の土坑群を取り囲むよ

うに，竪
たて

穴
あな

建物群と掘立柱建物群が直径１５０ｍの範囲で配置される。規模・内容とも

関東では傑出しており，開発が著しい首都圏において遺存状態が極めて良好な遺跡であ

る。今回，条件の整った部分を追加指定する。 

 

４ 橘樹官衙
たちばなかんが

遺跡群
いせきぐん

【神奈川県川崎市】 

古代武蔵国橘樹郡の官衙遺跡。７世紀後半における 評
ひょう

の役所の可能性がある建物の

出現から，郡家
ぐ う け

の成立及び廃絶に至るまでの経過をたどることができる希有な遺跡。  

７～１０世紀の地方統治拠点の実態とその推移を知る上で重要。今回，条件が整った部

分を追加指定する。 
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５ 下寺尾官衙
しもてらおかんが

遺跡群
いせきぐん

【神奈川県茅ヶ崎市】 

神奈川県東部に所在する相模国
さがみのくに

高座
たかくら

郡家
ぐ う け

と考えられる官衙遺跡群。正庁・正倉は７世

紀末から８世紀中葉まで２期にわたって変遷し，その南西部には下寺尾廃寺跡（七堂伽

藍跡）と呼ばれる郡寺が所在している。今回，条件の整った部分を追加指定する。 

 

６ 七尾
ななお

城 跡
じょうあと

【石川県七尾市】 

室町から戦国期の能登守護畠山氏の居城として築かれた中世山城。１６世紀初頭に畠

山氏が府中から拠点を移し，天正１０年（１５８２）には廃城となる。野面
の づ ら

積
づ

みの石垣

や深い空堀，土塁などの遺構が良好に残り，北陸では最大級の規模を誇る。今回，条件

が整った「物見台」と通称される 郭
くるわ

と登城道の一部を追加指定する。 

 

７ 小笠原
おがさわら

氏
し

城跡
しろあと

【長野県松本市】 

平地に築かれた井川城跡と山城の林城跡からなる，信濃守護小笠原氏の居城跡。室町

から戦国時代にかけての信濃国の軍事的緊張関係及び信濃を取り巻く諸勢力の政治，軍

事的な動向を知る上でも重要。今回，林城跡のうち小城について追加指定する。 

 

８ 三河
みかわ

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

【愛知県豊川市】 

奈良時代，聖武天皇の発願によって全国に建立された国分寺跡の一つ。発掘調査によ

って金堂・講堂・塔・南大門・東西回廊等を確認した。回廊は金堂にとりつき，塔は回

廊外の西側に配置されている。今回，伽藍地北面の築地
つ い じ

想定地点を追加指定する。 

 

９ 近江
おうみ

大津宮
おおつのみや

錦 織
にしこおり

遺跡
いせき

【滋賀県大津市】 

天智天皇６年（６６７），中大兄皇子（天智天皇）が飛鳥より遷都した宮跡。大海人皇

子と大友皇子との間に起こった壬申
じんしん

の乱（６７２）によって廃絶した。発掘調査によっ

て，内裏
だ い り

南門・正殿等の中枢遺構が見つかっている。今回，内裏の一角を追加指定する。 

 

10 恭
く

仁宮
にきゅう

跡
せき

（山城
やましろ

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

）【京都府木津川市】 

奈良時代，聖武天皇が天平１２年（７４０）から足かけ５年間営んだ宮跡。後に山城

国分寺に施入された。大
だい

極
ごく

殿
でん

の基壇や国分寺塔基壇が残り，発掘調査によって二つの内
だい

裏
り

や朝
ちょう

堂
どう

院
いん

等が見つかっている。今回，条件の整った部分を追加指定する。 
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11 長岡
ながおか

宮
きゅう

跡
せき

【京都府向日市
む こ う し

】 

延暦３年（７８４）から１０年間，平城京から長岡京に遷都した桓武天皇が営んだ宮

跡。発掘調査によって，大
だい

極
ごく

殿
でん

・朝
ちょう

堂
どう

院
いん

・内裏内郭築地
つ い じ

回廊等の遺構が見つかっている。

今回，大極殿院北回廊の一角を追加指定する。 

 

12 丹波
たんば

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

附
つけたり

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

跡
あと

【京都府亀岡市】 

奈良時代，聖武天皇の発願によって全国に建立された国分寺跡の一つ。発掘調査によ

って塔跡，金堂跡，講堂跡，僧坊跡，梵鐘鋳造遺構等が見つかった。今回，既指定地沿

いの部分を追加指定する。 

 

13 乙訓
おとくに

古墳群
こふんぐん

【京都府京都市・長岡京市・向日市
む こ う し

・乙訓郡
おとくにぐん

大 山 崎 町
おおやまざきちょう

】 

    天皇
てんのう

の杜
もり

古墳
こふん

 

    寺戸
てらど

大塚
おおつか

古墳
こふん

 

    五
い

塚原
つかはら

古墳
こふん

 

    元稲荷
もといなり

古墳
こふん

 

    南
なん

条
じょう

古
こ

墳
ふん

 

    物集女車
もずめくるま

塚
づか

古墳
こふん

 

    恵
い

解山
げのやま

古墳
こふん

 

    井
い

ノ内車
のうちくるま

塚
づか

古墳
こふん

 

    井
い

ノ内
のうち

稲荷
いなり

塚
づか

古墳
こふん

 

    今里
いまざと

大塚
おおつか

古墳
こふん

 

    鳥居前
とりいまえ

古墳
こふん

 

京都府南部の乙訓地域に，古墳時代初頭から終末期にかけて築造された古墳群。畿内

地域中枢部の大王墓を含む古墳群の動向と軌を一にした変遷が認められ，古墳時代にお

ける政治的動向を知る上で重要。寺戸大塚古墳，五塚原古墳，鳥居前古墳の一部を追加

指定する。 
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14 古市
ふるいち

古墳群
こふんぐん

【大阪府藤井寺市
ふじいでらし

・羽曳野市
は び き の し

】 

古
こ

室
むろ

山
やま

古
こ

墳
ふん

 

赤面山
せきめんやま

古墳
こふん

 

大鳥塚
おおとりづか

古墳
こふん

 

助太山
すけたやま

古墳
こふん

 

鍋塚
なべづか

古墳
こふん

 

城山
しろやま

古墳
こふん

 

峯ヶ塚
みねがづか

古墳
こふん

 

墓山
はかやま

古墳
こふん

 

野中
のなか

古墳
こふん

 

応
おう

神
じん

天
てん

皇
のう

陵
りょう

古
こ

墳
ふん

外
がい

濠
ごう

外
がい

堤
てい

 

鉢
はち

塚
づか

古墳
こふん

 

はざみ山
やま

古墳
こふん

 

青山
あおやま

古墳
こふん

 

蕃所山
ばんしょやま

古墳
こふん

 

稲荷塚古墳
い な り づ か こ ふ ん

 

東 山
ひがしやま

古墳
こふん

 

割塚
わりづか

古墳
こふん

 

唐櫃山
からとやま

古墳
こふん

 

松川塚
まつかわづか

古墳
こふん

 

浄元寺
じょうがんじ

山
やま

古墳
こふん

 

大阪府の東南部に所在する４世紀後半から６世紀中葉かけて形成された，超巨大前方

後円墳をはじめ小型の円墳・方墳等で構成され，列島の古墳時代を考える上で重要な古

墳群。現在２０基が史跡に指定されている。今回，唐櫃山古墳の中で条件の整った部分

を追加指定する。 

 

15 纒
まき

向
むく

遺跡
いせき

【奈良県桜井市】 

奈良盆地南東部に所在する，弥生時代終末期から古墳時代初頭（３世紀から４世紀）

に営まれた大規模集落跡。隣接して纒向古墳群や箸
はし

墓
はか

古墳などが所在し，ヤマト政権と
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密接な関わりがあったと考えられる遺跡で，我が国の古代国家形成期の様相を知る上で

重要。今回，条件の整った箇所を追加指定する。 

 

16 屋形
やかた

古墳群
こふんぐん

【福岡県うきは市】 

珍敷
めずらし

塚
づか

古墳
こふん

 

鳥
とり

船
ふね

塚
づか

古墳
こふん

 

古畑
ふるはた

古墳
こふん

 

原
はる

古墳
こふん

 

４基の装飾古墳からなる古墳時代後期の墓制や葬送観念を知る上でも重要な古墳群。

発掘調査により本来の墳丘の規模や石室の構造が判明した鳥船塚古墳の墳丘の一部を追

加指定する。 

 

 

《名勝の追加指定》 ２件 

 

１ 上時国
かみときくに

氏
し

庭園
ていえん

【石川県輪島市】 

能登半島の町野川右岸に位置する江戸時代後期に造営された豪農の庭園で，池の護岸

や築山の豪快な石組みや，背後の山腹から書院前庭に至るまで苔と樹林に覆われた幽
ゆう

邃
すい

な雰囲気に特徴がある。既指定地に背景を成す山林のほか，旧耕作地やため池などを追

加する。 

 

２ 時国
ときくに

氏
し

庭園
ていえん

【石川県輪島市】 

能登半島の町野川右岸に位置する江戸時代初期に造営された豪農の庭園で，背後の山

腹に展開する欝蒼とした樹林と明るい園池が対比を成し，入江と滝石組の遠近感や高低

感などに特徴がある。既指定地に背景を成す山林のほか，導水路や墓所などを追加する。 

 

 

《名勝及び史跡の追加指定》 １件 

 

１ 三
み

徳山
とくさん

【鳥取県東伯郡
とうはくぐん

三朝町
みささちょう

】 

伯耆国
ほうきのくに

の天台修験の拠点で，投入堂
なげいれどう

を擁する奥の院をはじめとした奇観奇勝を成すも
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のとして昭和９年（１９３４）に名勝及び史跡に指定された。三徳川沿いに残された未

指定地のうち，奥の院の北方に下る谷筋の美徳
み と く

谷と呼ばれる地域を追加する。 
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登録記念物への登録 
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《登録記念物（遺跡関係）の新登録》 １件 

 

１ 会津
あいづ

飯盛山
いいもりやま

白
びゃっ

虎隊士
こ た い し

墳墓域
ふんぼいき

【福島県会津若松市】 

幕末・維新期の慶応４年（１８６８）の戊辰戦争において，飯盛山で自刃した会津藩

白虎隊士を祀る墓所であり，会津若松市中心部の北東郊外にある飯盛山（標高３１４ｍ）

に所在する。白虎隊士中二番隊は８月２３日早朝より戸ノ口原
と の く ち は ら

で新政府軍と戦ったが死

傷者が続出し退却，飯盛山裏手の戸ノ口堰洞門
とのくちせきどうもん

を潜って飯盛山にたどり着いたが，炎と

煙にさらされていた城下を見て隊士が自害した。 

墳墓域は明治１６年（１８８３）から整備が進められ，明治２３年（１８９０），飯

盛山に参道が整備され，山腹を削って墓域を拡張，１９士の墓が建立された。明治３３

年には各地で戦死した３１士の墓も設けられた。大正１５年（１９２６），墓前広場を

造成する拡張工事が行われ，今日見る姿となった。墳墓域北側には１９士の墓石が，そ

の前面には大正６年（１９１７）戊辰５０年祭記念の石灯籠４基が並ぶ。広場手前の石

段沿い脇に，大正１５年墓地拡張の経緯を記した墳墓沿革碑が建つ。このほか，イタリ

ア・ローマ市が昭和３年（１９２８）寄贈した碑等，白虎隊を追悼・顕彰する多数の石

造物がある。 

幕末・維新期の戊辰戦争における悲劇と，その慰霊の歴史を理解する上で意義深い。 

 

 

《登録記念物（名勝地関係）の新登録》 ２件 

 

１ 丹
たん

藤
どう

氏
し

庭園
ていえん

（旧三上
きゅうみかみ

氏
し

庭園
ていえん

）【青森県弘前市】 

津軽平野南部の弘前市街地の西方約５km の旧岩木町葛
くず

原
はら

地区に位置し，岩木山南東麓

に所在する。この庭園は，葛原の素封家で代々「源造」を名乗った三
み

上
かみ

氏により明治   

１５年（１８８２）に造営され，昭和８年（１９３３）に，大石武学流５代宗家の池
いけ

田
だ

亭
てい

月
げつ

により手を加えられたことが，主屋北西部に建てられている「庭造三神石紀念」の

碑文に窺うことができる。庭園の地割は敷地東部に位置する主屋から西側に広がる主庭

と主屋南側の前庭の２つの主要な部分，そして，旧土蔵跡地を含む南西の区域から成る。 

  主庭は，座敷からの座観として，手前に護岸を兼ねた大振りの礼拝石を据えて園池対

岸に山型の巨大な守護石を配し，観賞の軸線を成す。主屋から約２０ｍの最奥部には築

山を設け，それぞれ深山石を起点として発する上段・下段の枯滝流れを設け，大小の景

石により奥行きある風致景観を構成している。守護石の右手には遥かに岩木山を望むな
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ど，主庭には狭小な地割りの中に奥行きと広がりがよく表現されている。 

  明治時代初期から昭和時代初期にかけての大石武学流宗家の作庭手法の系譜を知る上

で意義深い事例であり，造園文化の発展に寄与している。 

 

２ 興
こう

禅寺
ぜんじ

庭園
ていえん

（看
かん

雲庭
うんてい

）【長野県木曽郡木曽町
き そ ま ち

】 

長野県木曽郡木曽町の福島地区に所在する。木曽町は長野県西南部の山岳地帯に位置

し，町域の約９割を山林が占め，町の中央を木曽川が流れる。 

興禅寺は永享６年（１４３４）に創建された禅宗寺院で，木曽家や福島関所代官山村

家の菩提寺である。興禅寺庭園は，客室方丈南面に昭和３８年（１９６３）に造られた

枯山水庭園で，設計は作庭家で庭園研究者の重
しげ

森
もり

三
み

玲
れい

（１８９６～１９７５）による。 

面積約６９０㎡のほぼ長方形の地に白砂と１５の石を配し，砂紋とは別に白セメント

を材料として用いた曲線によって雲紋を表現している。重森は興禅寺の立地から，砂に

よって雲を，石によって高山の峰を表したが，白い雲紋は重森が砂紋だけでは雲を抽象

的に表現することが難しいと考えたことによる。庭園の三方は白い塀で囲まれ，その向

こうの関
せき

山
やま

を含む山々の景観を取り込んでいる。施工に際しては，重森本人が現場に出

て指示をしており，自ら鏝
こて

を持って雲紋を描いた。 

重森三玲が雲海を主題に造った庭園で，その表現方法は特徴的であり，造園文化の発

展に寄与した意義深い事例である。 
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重要文化的景観の選定 
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《重要文化的景観の新選定》 １件 

 

１ 宇和
う わ

海
かい

狩
かり

浜
はま

の段
だん

畑
ばた

と農
のう

漁村
ぎょそん

景観
けいかん

【愛媛県西予
せいよ

市
し

】 

愛媛県南西部に位置する狩浜
かりはま

は，宇和
う わ

海
かい

に面するリアス海岸の入江の集落で，近世の

狩
かり

浜
はま

浦
うら

を引き継ぐ。元は鰯漁を営む漁村であったが，その浮き沈みを農業で補う中，甘藷
かんしょ

や麦から櫨
はぜ

，養蚕へと作物を転換してきた。現在はみかん栽培を主要な産業とし，漁業

も入江の利点を生かした真珠養殖等が行われている。 

当地では，近世の鰯漁と，近代の養蚕業の隆盛を通じて人口が増え，山腹に畑地を広

げ，入江，居住地，段畑，山林が連なる壮大な景観が形成されてきた。急斜面に広がる

段畑は，所々に露頭する石灰岩などを用いて農民が築いてきたものであり，幾段にも重

なる灰白色の石垣がみかんの緑や橙に彩られて際立つ眺めを成す。 

このような景観は，春日神社の秋祭りが地域の結びつきを保ち，また，昭和５０年頃

から進められている有機農業がまちづくりへと繋がる中で維持されてきた。 

黒潮の影響を受ける愛媛県南西部のリアス海岸における土地利用を示し，また風土に

根ざした斜面地農業の展開を伝え，我が国における生活や生業の理解に欠くことのでき

ないものとして重要である。 

 


